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はじめに
　
　 こ の 論 文 は、 先 進 国 で あ る 現 代 日 本 に お い て、 格 差 が 広 が り 貧 困 が 深 刻 化 し て
い る と 言 わ れ て い る が、 そ の 格 差、 貧 困 の 実 態 を、 で き る 限 り 客 観 的 な デ ー タ に
も と づ い て 検 証 し 分 析 し て み よ う と 試 み た も の で あ る。
　 そ の た め に、 労 働 問 題 か ら ア プ ロ ー チ す る。 な ぜ な ら ば、 多 く の 人 は 労 働 の 対
価 を 生 活 の 糧 と し て お り、 労 働 ・ 雇 用 に 問 題 が 発 生 す れ ば、 そ れ が 貧 困 を 生 む 主
要 因 と な り う る か ら で あ る。
　
第一章　現代日本の貧困の考察
第 一 節 　 貧 困 の 定 義
　 ま ず 貧 困 に は 二 つ の 定 義 が あ る。 一 つ は、 各 家 計 が 一 定 の 所 得 水 準 以 下 に あ る
と い う 「絶 対 的 貧 困」 の 定 義 で あ る。 二 つ 目 は、 他 人 と 比 べ て ど れ だ け 所 得 が 低
い の か と い う ｢相 対 的 貧 困｣ の 定 義 で あ る。
　
第 二 節 　 絶 対 的 貧 困 に よ る 分 析
　 ま ず、 絶 対 的 貧 困 を 用 い た 貧 困 分 析 と し て、 生 活 保 護 受 給 世 帯 数 を 調 べ る。
　2009 年 の 生 活 保 護 受 給 世 帯 数 は、 一 年 間 で 1529 万 768 世 帯、 一 か 月 あ た
り 世 帯 数 は 127 万 4231 世 帯 と な っ て い る。10 年 前 の 1999 年 の、 年 間 844 万
8659 世 帯、 一 か 月 あ た り 70 万 4055 世 帯 と 比 べ て 大 幅 に 増 加 し て い る こ と が わ
か る。
　 急 激 な 生 活 保 護 受 給 世 帯 の 増 加 は、 雇 用 機 会 の 減 少、 ま た は 非 常 に 賃 金 の 低 い
仕 事 し か な い こ と が 影 響 し て い る。 さ ら に、現 代 日 本 の 家 族 形 態 の 変 化 に よ っ て、
親 戚 な ど の 援 助 の 減 少 も 影 響 し て い る。 生 活 保 護 の 受 給 に は 厳 し い 審 査 や 煩 雑 な
手 続 き が 必 要 で あ る に も か か わ ら ず、 こ れ ほ ど 受 給 世 帯 数 が 増 加 し て い る こ と は
貧 困 の 深 刻 さ を 如 実 に 表 し て い る。
　 次 に、 預 貯 金、 株 式 等 金 融 資 産 を 持 た な い 世 帯 の 割 合 で あ る。 こ れ は、 生 活 す
る た め の 実 費 し か な い か、 給 与 等 所 得 だ け で は 生 活 で き ず、 貯 蓄 を 切 り 崩 し て 生
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活 し て い る と い う こ と で あ る。 金 融 資 産 を 持 た な い 世 帯 は、80 年 代 ま で は 5% 前
後 で 推 移 し て い た が、2010 年 に は、22.3% に ま で 大 幅 に 増 加 し て い る。
　 続 い て、 自 己 破 産 者 数 の 実 態 で あ る。 自 己 破 産 者 数 は 2003 年 を ピ ー ク に 減 少
し て い る。 こ れ は 2003 年 に 貸 金 業 法 の 改 正 が 行 わ れ、2006 年 に は、 貸 金 三 法
の 改 正 に よ り、 上 限 金 利 の 引 き 下 げ、 利 息 制 限 法 と 出 資 法 の 上 限 金 利 の 間 に あ る
グ レ ー ゾ ー ン 金 利 帯 の 最 高 裁 に よ る 否 定 を 受 け た 過 払 い 金 返 還 請 求 の 増 加 の 影 響
を 受 け て い る た め で あ る。 し か し、 自 己 破 産 申 し 立 て 件 数 は 減 少 し て い て も、 無
担 保 無 保 証 借 入 の 残 高 有 件 数 毎 の 人 数 の う ち 延 滞 情 報 の 登 録 の あ る 者 の 数 は 近 年
増 加 し て き て い る。 こ れ は 返 済 に 苦 慮 し て い る 者 の 増 加 を 示 し て い る。
　 最 後 に ホ ー ム レ ス 数 の 推 移 を み る。 ホ ー ム レ ス 数 は 4 年 連 続 で 減 少 し て い る。
こ れ は、 平 成 14 年 8 月 に 成 立 し た ｢ホ ー ム レ ス の 自 立 の 支 援 等 に 関 す る 特 別 措
置 法｣ に 基 づ き、 厚 生 労 働 省 が 平 成 15 年 7 月 に ｢ホ ー ム レ ス の 自 立 の 支 援 等 に
関 す る 基 本 方 針｣ を 策 定 し、 ホ ー ム レ ス に 対 す る 施 策 を 行 い、 自 立 支 援 に 乗 り 出
し た た め で あ る。
　 し か し、 ホ ー ム レ ス の 実 態 を 正 確 に 把 握 す る こ と は 非 常 に 困 難 で あ る。 住 所 不
定 で 定 職 に つ い て い な い ホ ー ム レ ス の 数 を 調 査 す る こ と は、 実 際 に は 不 可 能 に 近
い か ら で あ る （橘 木 2006）。
第 三 節 　 相 対 的 貧 困 に よ る 分 析
　 相 対 的 貧 困 は、 そ の 国 の 平 均 的 所 得 に 比 べ て ど れ ほ ど 貧 し い の か と い う 観 点 か
ら 分 析 す る も の な の で、 国 際 比 較 が 可 能 で あ る。 各 国 が OECD に 提 出 す る 相 対 的
貧 困 率 は、 そ の 国 の 平 均 的 な 所 得 ( 所 得 中 央 値 ) の 50% 以 下 の 所 得 し か な い も の
を 貧 困 者 と 定 義 し、 国 民 の う ち 何 パ ー セ ン ト が 貧 困 者 で あ る か と い う 計 算 で 算 出
さ れ る。
　 日 本 の 相 対 的 貧 困 率 は、2000 年 代 半 ば の OECD 諸 国 の 中 で も、メ キ シ コ、ト ル コ、
ア メ リ カ に 次 い で 第 4 位、14.9% と い う 高 さ に な っ て い る。 メ キ シ コ、 ト ル コ は
ま だ 先 進 国 と は 言 え な い こ と を 考 え る と、 日 本 は 先 進 国 の 中 で ア メ リ カ の 17.1%
に 次 い で 高 い 貧 困 率 を 持 つ 国 と い う こ と に な る。 さ ら に、OECD 全 体 の 相 対 的 貧
困 率 は 10.58% と な っ て お り、 日 本 の そ れ が か な り 高 い 数 値 で あ る こ と が わ か る。
　 こ の よ う に 日 本 の 相 対 的 貧 困 率 が 高 い 理 由 と し て は、 人 口 の 高 齢 化 な ど に 加 え
て、 労 働 市 場 の 二 極 化 に 原 因 が あ る と さ れ て い る。10 年 前 に は 全 労 働 者 の 19%
だ っ た 非 正 規 雇 用 が 30% 以 上 に 増 加 し、 そ の 非 正 規 雇 用 の 賃 金 が 正 規 雇 用 よ り
も 非 常 に 低 い 賃 金 水 準 で あ る た め、 正 規 雇 用 と 非 正 規 雇 用 に 大 き な 差 が 生 ま れ
る。 さ ら に、 非 正 規 雇 用 か ら 正 規 雇 用 に な っ た 者 の 割 合 が 低 い こ と か ら、 労 働 市
場 の 二 極 化 が 固 定 化 す る 危 険 性 が あ る ( 立 花 ・ 田 中 2007)。
　 ま た、 相 対 的 貧 困 率 上 位 に あ っ た ト ル コ、 ア メ リ カ は そ の 増 加 率 に ほ と ん ど 変
化 が な く、 メ キ シ コ は 減 少 し て い る。 日 本 は 貧 困 率 の 高 い 先 進 諸 国 の 中 で も、 依
然 と し て 格 差 が 広 が り、 貧 困 が 深 刻 化 し て い る 国 な の で あ る。
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第 四 節 　 現 代 日 本 の 貧 困 の 実 態
　 貧 困 層 を 分 析 す る と、 母 子 世 帯 に 次 い で 高 齢 者 世 帯 の 可 処 分 所 得 が 非 常 に 低
く、 世 帯 主 の 年 齢 層 別 に み る と、29 歳 以 下 の 若 年 層 と 65 歳 以 上 の 高 齢 者 層 の 可
処 分 所 得 が 非 常 に 低 く な っ て い る。
　 な ぜ な ら、 母 子 家 庭 で は 多 く の 場 合、 世 帯 に 母 親 一 人 し か 働 き 手 が い な い。 母
親 は 一 人 で 働 き な が ら、 自 分 だ け で な く 子 供 の 生 活 費 ま で 稼 が な け れ ば な ら な
い。 さ ら に、 家 事 ・ 育 児 も 仕 事 も 一 人 で 両 立 し な け れ ば な ら な い こ と が 多 い。 こ
の た め、 正 規 雇 用 の 職 業 に 就 こ う と し て も、 母 親 一 人 で、 仕 事 と 子 育 て と の 両 立
が 困 難 で あ る た め に、 フ ル タ イ ム で 働 く こ と が で き ず、 な か な か 就 職 で き な い。
ま た、母 子 家 庭 に な る 前 に 労 働 経 験 が な か っ た 場 合 に は、職 に 就 く こ と が 難 し く、
職 に つ け た と し て も、 低 賃 金 の 仕 事 に し か 就 け な い の で あ る。
　 橘 木 氏 は 『格 差 社 会』 の な か で、 高 齢 単 身 世 帯、 高 齢 者 二 人 以 上 の 世 帯、 三 世
代 世 帯 の 貧 困 率 を 算 出 し て い る。 そ の 貧 困 率 は、2001 年 時 点 で、 高 齢 単 身 世 帯
が 43.0%、 高 齢 者 二 人 以 上 の 世 帯 が 20.5%、 三 世 代 世 帯 が 8.4% と さ れ て い る。 こ
の 値 を み る と、 高 齢 単 身 世 帯 の 貧 困 率 が 非 常 に 高 く、 二 人 以 上 の 世 帯 の 2 倍 ほ ど
に も な っ て い る。 こ の 数 値 は、 高 齢 単 身 者 世 帯 は 約 半 分 が 貧 困 に 陥 っ て い る と い
う こ と を 意 味 し、 非 常 に 高 い 値 で あ る。 さ ら に 比 較 す る と、 三 世 代 世 帯 に な れ ば
も っ と 低 く な り、 高 齢 者 世 帯 の 中 で も 非 常 に ば ら つ き が あ る こ と が わ か る。
　 高 齢 単 身 者 の 貧 困 率 が 高 い 要 因 に つ い て は、 老 夫 婦 の う ち、 夫 か 妻 の ど ち ら か
に 先 立 た れ て 一 人 で 暮 ら し て い る 場 合 が 多 く、 残 さ れ た 方 は 遺 族 年 金 で 生 活 し て
い る こ と が 多 い。 　 ま た、 現 在 の 高 齢 者 世 代 が 若 か っ た 時 代 に は、 国 民 皆 年 金 制
度 が 行 き 渡 っ て お ら ず、 年 金 を 受 け 取 っ て い な い 人 が 多 い と い う 可 能 性 も 考 え ら
れ る。 特 に 自 営 業 だ っ た 人 々 は、 年 金 の 加 入 が 自 分 の 意 思 で あ っ た た め に、 会 社
員 な ど と 違 い、 年 金 を 受 け 取 れ な い と い う 人 が 多 数 い る。
　 続 い て 若 年 層 の 貧 困 率 に 注 目 す る。75 歳 以 上 の 貧 困 率 に 次 い で 高 い の が 25 歳
以 下 の 世 代 の 貧 困 率 で あ る。 通 常、 失 業 者 は 次 の 職 に 就 く ま で 失 業 保 険 を 受 け る
こ と が で き る。 し か し、 勤 続 年 数 の 少 な い 若 年 者 は、 失 業 保 険 の 給 付 額 が か な
り 低 く な っ て し ま う。 ま た は 学 校 を 卒 業 し て、 就 職 先 が 見 つ か ら な か っ た 失 業
者 は 失 業 保 険 に も 入 っ て い な い た め、 失 業 給 付 を 受 け る こ と さ え で き な い ( 橘 木
2006)。 職 業 か ら 得 る 所 得 が な く、 失 業 保 険 を 十 分 に 得 る こ と が で き な い こ と が、
こ の 若 年 層 の 貧 困 率 が 高 い 要 因 の 一 つ で あ る。
　 最 後 に 給 与 階 層 別、 性 別、 年 齢 階 層 別 及 び 勤 続 年 数 別 に よ る 給 与 所 得 者 の 分 布
を 国 税 庁 「民 間 給 与 実 態 調 査」 に も と づ い て 考 察 す る。 こ れ に よ る と、300 万 円
超 ~900 万 円 以 下 の 中 堅 所 得 者 で あ っ た 層 が 大 き く 減 り、300 万 円 以 下 の 低 所 得
者 層 の 割 合 が 大 き く 増 え て い る こ と か ら、 中 堅 所 得 者 数 が 減 っ て、 低 所 得 者 数 が
増 え て い る こ と が わ か る。
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第二章　貧困と労働問題
第 一 節 　 貧 困 分 析 に お け る 労 働 問 題 の 重 要 さ
　 高 度 経 済 成 長 期 以 来、 農 業 な ど の 自 営 業 者 や 家 族 従 業 者 が 雇 用 労 働 者 に シ フ ト
し て い る た め、 本 章 で は と く に 雇 用 労 働 の 観 点 か ら 貧 困 を 分 析 す る。
第 二 節 　 非 正 規 雇 用 の 問 題
　 過 去 20 年 ほ ど の 間 に、 非 正 規 雇 用 は 増 加 し て い る。 さ ら に、 正 規 雇 用 者 と 非
正 規 雇 用 者 と で は、給 与 所 得 に 格 差 が あ る。平 成 20 年 の 雇 用 形 態 別 賃 金 を み る と、
正 規 雇 用 者 で は「316.5 千 円：平 均 40.4 歳、勤 続 12.5 年」、非 正 規 雇 用 者 で は「194.8
千 円：平 均 43.8 歳、勤 続 6.3 年」 と な っ て お り、年 収 に は 1.5 倍 の 格 差 が あ る （立
花 ・ 田 中 2007）。
　 こ の よ う な 非 正 規 雇 用 労 働 者 が 増 え た 背 景 に は、 国 の 非 正 規 雇 用 に 対 す る 政 策
の 影 響 が 大 き い。 労 働 者 派 遣 法 が 成 立 し た 1985 年 当 時 は、 日 本 は バ ブ ル 経 済 期
に 突 入 し、 労 働 者 に 対 す る 需 要 が 高 ま っ た。 そ の た め、 労 働 者 の 雇 用 環 境 は 良 好
で あ り、 正 規 雇 用 者 に な り た く て も な れ ず、 し か た な く 非 正 規 雇 用 に 甘 ん じ る と
い う 者 は 少 な か っ た。
　 し か し、 バ ブ ル 経 済 の 崩 壊 を 乗 り き る た め に、 労 働 者 派 遣 法 が 制 定 さ れ た。 非
正 規 雇 用 は、 正 規 雇 用 者 を 雇 用 す る よ り も 給 与 が 安 く 済 む だ け で な く、 間 接 雇 用
で あ る た め に、 派 遣 先 企 業 で は 社 会 保 険 な ど に 加 入 す る 経 費 を カ ッ ト す る こ と が
で き る。 さ ら に、 必 要 に な っ た ら 一 時 的 に 雇 用 し、 不 要 に な れ ば 人 員 整 理 を す る
こ と も で き る。
　 ま た、 好 況 の 時 に は 余 裕 の あ っ た 正 規 雇 用 の 枠 が、 不 況 に な る こ と に よ っ て そ
の 枠 が 少 な く な っ て い る。
第 三 節 　 日 本 的 雇 用 慣 行 の 変 化 に よ る 影 響
　 日 本 の 雇 用 慣 行 を 代 表 す る の は、 長 期 雇 用、 年 功 賃 金、 企 業 別 組 合 で あ っ た。
し か し、 こ の 日 本 的 雇 用 慣 行 が 不 況 の 原 因 と さ れ て 見 直 し が 図 ら れ、 格 差 の 広 が
り が 表 面 化 す る こ と と な っ た。 か つ て の 日 本 で は 正 規 雇 用 を 解 雇 す る こ と は 困 難
で あ っ た。 し か し、雇 用 慣 行 の 見 直 し に よ っ て 正 規 雇 用 の 需 要 は 減 少 し た。 ま た、
休 業 の 取 得 が 取 り に く く、 サ ー ビ ス 残 業 の 多 い 日 本 の 雇 用 環 境 が 正 規 雇 用 の 枠 を
減 ら し、 非 正 規 雇 用 を 増 大 さ せ て い る。
第 四 節 　 日 本 の 賃 金 形 態 の 変 化 と 格 差
　 こ れ ま で の 日 本 の 賃 金 形 態 の 大 き な 特 徴 と し て 年 功 序 列 型 賃 金 が あ る。 し か
し、 雇 用 慣 行 の 見 直 し と と も に、 成 果 主 義 ・ 能 力 主 義 が 導 入 さ れ て き て お り、 こ
の こ と も 日 本 の 格 差 が 広 が る 要 因 と な っ て い る。
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第三章　新たな貧困
第 一 節 　 ニ ー ト
　 ニ ー ト が 生 活 し て い く に は、 親 な ど の 家 族 に 扶 養 し て も ら う し か な い。 も し 親
な ど が 亡 く な っ た 場 合 に は、 ニ ー ト は 即 貧 困 に 陥 る こ と に な る。 さ ら に、 企 業 側
と し て は、 一 度 ニ ー ト に な っ た 者 は、 勤 労 意 欲 が 低 い と み な し、 積 極 的 に 採 用 し
よ う と は し な い。 そ し て 勤 労 意 欲 の 低 い 者 は、 職 業 訓 練 を 施 し て も、 す ぐ に 辞 め
て し ま う と 考 え ら れ る た め、 ニ ー ト は な か な か 職 業 技 能 も 向 上 せ ず、 ニ ー ト か ら
の 脱 出 が 難 し い 状 況 に 陥 っ て し ま う。
　 こ の よ う に、 現 在 80 万 人 も 存 在 す る ニ ー ト が、 将 来 的 に 貧 困 層 に な る リ ス ク
が あ る の で あ る。
第 二 節 　 フ リ ー タ ー
　15~34 歳 の 「 パ ー ト ・ ア ル バ イ ト 及 び そ の 希 望 者 」 の 数 は、2002 年 に 208 万
人 と 200 万 人 を 突 破 し、 そ の 数 は 横 ば い に 推 移 し て い き、2010 年 現 在 の 値 で は、
183 万 人 と な っ て い る。1982 年 の 50 万 人 と 比 較 す る と、 急 激 に 増 加 し て い る こ
と が わ か る。
　 フ リ ー タ ー の 時 給 は、 正 社 員 の 平 均 1557 円 に 比 べ て、 低 い 平 均 で あ る 1041
円 を ピ ー ク と し て、1300 円 以 上 の 時 給 を 得 て い る 者 は 激 減 し て い る こ と が わ か
る。 ま た、 フ リ ー タ ー は 正 社 員 よ り も 低 い 時 給 の 範 囲 に 分 布 が 集 中 し て お り、 高
時 給 の 者 の 数 は 非 常 に 少 な い。 こ の こ と か ら も、 パ ー ト・ア ル バ イ ト の 雇 用 費 は、
非 常 に 低 く お さ え ら れ て い る こ と が 推 測 で き る。 こ の 時 給 の 低 さ は、 生 涯 賃 金 の
格 差 と な っ て 如 実 に 表 れ て く る。UFJ 総 合 研 究 所 の 調 査 に よ る と、 高 校 卒 業 後 直
ち に 就 職 し、 同 一 企 業 に 引 き 続 き 勤 務 し て い る 人 （ 標 準 労 働 者 ） の 生 涯 賃 金 が
約 2 億 1500 万 円 で あ る の に 対 し て、 高 校 卒 業 後、 就 職 し な い で ア ル バ イ ト を 続
け て い る 人 の 生 涯 賃 金 は 約 5200 万 円 と、 生 涯 賃 金 格 差 は 約 4.2 倍、 約 1 億 6000
万 円 の 差 が つ く と い う こ と に な る。 ま た、 同 調 査 に よ る と、 フ リ ー タ ー の 平 均 年
収 は 140 万 円 と 推 計 さ れ て お り、 最 低 限 の 生 活 を せ ざ る を 得 な い 所 得 水 準 で あ
る こ と が わ か る。
第四章　失業と貧困
第 一 節 　 貧 困 の 主 要 因 で あ る 失 業
　 所 得 を 得 ら れ な い 状 況 に 陥 る 失 業 は 貧 困 の 大 き な 要 因 で あ る。 よ っ て 第 四 章 で
は 失 業 を 詳 細 に 分 析 す る。
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第 二 節 　 現 在 の 日 本 の 失 業 実 態
　2008 年、リ ー マ ン・シ ョ ッ ク を き っ か け に 失 業 率 は 過 去 最 高 の 5.6% を 記 録 し た。
こ の 数 値 に は 表 れ て い な い 潜 在 失 業 率 を 含 め る と、そ の 失 業 率 は 2~3 倍 に な る と
推 測 さ れ る。 ま た そ の 失 業 期 間 も 長 期 化 し て い る。
　
第 三 節 　 失 業 者 の 分 析
　 産 業 別 に 失 業 率 を 分 析 し た 結 果、 ① 不 況 の 影 響 に よ っ て 宿 泊 ・ サ ー ビ ス 業 の 失
業 率 が 高 い と い う こ と、 ② リ ー マ ン ・ シ ョ ッ ク を き っ か け と し た 金 融 ・ 保 険 業 の
不 振 に よ っ て、 金 融・保 険 業 の 失 業 率 が 高 く な っ て き て い る こ と、 ③ 電 気・ガ ス・
熱 供 給 ・ 水 道 の よ う な 公 益 企 業 の 失 業 率 は 低 く な っ て い る こ と、 ④ 情 報 通 信 業、
運 輸 業 な ど の、 規 制 緩 和 策 が 行 わ れ た 産 業 の 失 業 率 が 高 い こ と が わ か る。
　 次 に、 職 業 別 の 失 業 率 を み る と、 職 業 別 失 業 者 数 を 職 業 別 就 業 者 総 数 で 除 し た
失 業 の 比 率 が 高 い の は、 労 務 作 業 者 （4.84%）、 製 造 ・ 制 作 ・ 機 械 運 転 及 び 建 設 作
業 者 （4.46%）、 運 輸・通 信 従 事 者 （4.06%）、 販 売 従 事 者 （4.00%） の 順 に 高 く な っ
て お り、 い ず れ も 4% を 超 え る 高 い 数 値 を 示 し て い る。
　 こ こ か ら わ か る こ と は、 い わ ゆ る ブ ル ー カ ラ ー 労 働 者 の 失 業 す る 確 率 が 高 い と
い う こ と で あ る。
　 ま た、 従 業 上 の 地 位 別 に 失 業 す る 確 率 が 高 い の は、 契 約 社 員、 ア ル バ イ ト、 嘱
託、 派 遣 社 員 の 順 で 高 く な っ て い る。 さ ら に、 正 規 の 職 員 ・ 従 業 員 の 離 職 率 と の
差 が か な り 大 き く な っ て い る。 こ の こ と か ら、 真 っ 先 に 雇 用 調 整 の 対 象 と な る の
は、 正 規 雇 用 者 で は な く、 非 正 規 雇 用 者 で あ る こ と が 推 測 さ れ る。
　 学 歴 別 に 失 業 者 を 分 析 す る と、 高 学 歴 で あ る ほ う が 安 定 し た 生 活 を 送 れ る 可 能
性 は 統 計 的 に も 高 い が、 そ の 原 則 は 崩 れ つ つ あ る と い う こ と が わ か る。 ま た、 高
学 歴 な 子 供 の 親 は、 教 育 に も 大 金 を か け、 教 育 に も 熱 心 で る こ と か ら 格 差 が 固 定
化 し て し ま う こ と も 考 え ら れ る。
　 な ぜ 失 業 者 が 再 就 職 で き な い の か。 若 年 層 の 原 因 と し て は、 若 者 が 次 の 職 場 に
前 の 職 場 よ り も 高 い 理 想 を 持 っ て い る こ と、 企 業 が 訓 練 コ ス ト を 嫌 う こ と が 考 え
ら れ る。 中 高 年 層 で は 様 々 な 理 由 が あ り、 高 齢 層 で は 年 功 型 賃 金、 ラ イ フ ス テ ー
ジ の 変 化 を 考 え る と 賃 金 コ ス ト が 高 く な る こ と や、 企 業 が 生 産 性 の 低 下 を 嫌 う こ
と な ど が あ げ ら れ る。
おわりに
　 現 代 日 本 に お い て も 確 実 に 貧 困 は 存 在 す る と こ と が、 客 観 的 な 統 計 な ど の デ ー
タ に よ っ て 明 ら か と な っ た。 格 差 が 拡 大 し、 そ れ に 伴 っ て 貧 困 も 深 刻 化 し て い る
の で あ る。 貧 困 の 実 態 を 再 認 識 す る こ と は、 貧 困 撲 滅 に 有 用 で あ り 必 須 な の で あ
る。
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